
新年のご挨拶
公共施設などの料金が変わります
平成 25 年分確定申告
平成 26 年度個人住民税の改正ポイント
閉園・閉校後の七浦幼小、
　忽戸幼小アイディアを募集
平成 25 年南房総市 10 大ニュース
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4月に千倉地区の４つの小学校が統合するにあたり各小学校で交流会が行われています。
七浦小・忽戸小の4年生の交流会では、体育館で体を動かした後、百人一首をして交流を深めました。

「次に読まれる句は何かな？」
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輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
日
本

国
内
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
、

明
る
い
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

　

南
房
総
市
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
観
光
客
が
減
少
し
、
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

徐
々
に
回
復
し
、
昨
年
は
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
昨
年

に「
道
の
駅
和
田
浦
Ｗ
Ａ
・
Ｏ
！
」が
開
設

し
、
市
内
８
か
所
に
な
っ
た
道
の
駅
も
観

光
や
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
市
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
の
集
客
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
や
農
林
水
産

業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
、
南
房
総
市
の
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
台
風
26
号
が
猛
威
を
振

る
い
、
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

特
に
伊
豆
大
島
は
甚
大
な
被
害
を
こ
う

む
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
対
す
る
自
治
体
の
備
え
が
い
か
に

重
要
か
、
改
め
て
実
感
す
る
出
来
事
で
し

た
。
台
風
、
地
震
、
津
波
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
ど
の
よ
う
に
備
え
て
い
く
の
か
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
中
心
に
、
市
民
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
人
口
の

減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

特
例
法
に
よ
る
国
の
財
政
支
援
措
置
終
了

の
時
期
が
、
刻
々
と
迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

施
策
を
引
き
続
き
展
開
し
、
市
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
健

全
で
将
来
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆

様
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
意
欲
や
創
造

力
が
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
す
。
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
間
で
の
対
話
は
、
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
地
域
づ
く
り
の

質
を
高
め
、
よ
り
大
き
い
成
果
を
あ
げ
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
同
時
に
、
南
房

総
市
民
の
一
体
感
、
連
帯
感
を
な
お
一
層

強
め
る
効
果
を
も
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
、
原
発
事
故
に
端
を
発
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
や
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
や
り

取
り
を
自
由
化
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
、

今
後
、
南
房
総
に
生
活
す
る
私
た
ち
に
影

響
が
お
よ
ぶ
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
処
し
て
い
く
う

え
で
、
南
房
総
市
民
の
強
固
な
一
体
感
や

連
携
は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
市

議
会
は
、
そ
の
議
決
機
関
の
立
場
か
ら
、

今
後
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、
市
民
と
と
も
に
歩
み
、

市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
心
豊
か

に
住
め
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
後
８
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
南
房
総
市
で
は
、
将
来
に
向
け

た
新
市
の
定
着
を
図
る
た
め
、
地
域
社
会

の
再
構
築
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民

の
皆
様
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
安
全
で

安
心
な
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
、
鋭
意
努
め
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
施
策
の

一
つ
に
、
学
校
再
編
の
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、
該
当
地
区
の
皆
様
の
前
向
き
で
熱
心

な
話
し
合
い
の
姿
勢
に
、
敬
意
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

南
房
総
市
議
会
議
長

真
木
利
幸

南
房
総
市
長

石
井　

裕

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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※ 

詳
し
く
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お

知
ら
せ
版
２
月
号（
１
月
23
日
発
行
）と

あ
わ
せ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

確
定
申
告

　

確
定
申
告

　

２
月
17
日（
月
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま

で
の
確
定
申
告
期
間
中
、
館
山
税
務
署
は

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
還
付
申
告
は
２
月

14
日（
金
）以
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

添
付
書
類
は
、
申
告
書
の
裏
面
に
貼
ら

ず
、
添
付
書
類
台
紙
な
ど
に
貼
っ
て
申
告

書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

閉
庁
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）に
は
、

申
告
相
談
、
申
告
書
の
受
け
付
け
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
申
告
、

郵
便
、
信
書
便
に
よ
る
送
付
ま
た
は
税
務

署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
へ
の
投と

う
か
ん函
に
よ

り
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書

は
自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１　

　

県
税
理
士
会
館
山
支
部
が
、
小
規
模
納

税
者
の
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
、
年
金
受
給
者
・
給
与
所
得
者
の
所

得
税
の
申
告（
土
地
・
建
物
、
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合
を
除
く
）を
対

象
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
提
出
も
で
き
ま
す
。
申

告
に
必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
23
年
分
、
平
成
24
年
分
の
確
定
申

告
書
の
控
え
や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
控
え

が
あ
る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１

　

２
月
17
日（
月
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま

で
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付
期
間
と

会
場
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
25
年
分

平
成
25
年
分
の
申
告
と
納
税

所
得
税
・
消
費
税
無
料
申
告
相
談

住
民
税
申
告
・
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付

　

税
務
課　

☎
33
―
１
０
２
３

２
月
17
日（
月
）
〜
３
月
17
日（
月
）

期
間

青
色
申
告
は
預
か
り
の
み

　

青
色
申
告
の
人
は
、
記
入
済
み
の

確
定
申
告
書
・
青
色
申
告
決
算
書
の

預
か
り
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
記
入

の
仕
方
な
ど
の
相
談
は
、
館
山
税
務

署
ま
た
は
青
色
申
告
会
へ
。

平成25年分の申告期間

税　　目 申告期間

所　　得　　税
および復興特別所得税

2月17日（月）から
3月17日（月）まで

個人事業者の消費税
および地方消費税

2月17日（月）から
3月31日（月）まで

贈　　与　　税 2月  3日（月）から
3月17日（月）まで

所得税・消費税無料申告相談日
受付時間　9:30 ～ 12:00/13:00 ～ 15:30

※都合のつかない人は、対象地区以外の会場で申告できます。

とき ところ

2月 3日（月） 千倉保健センター

2月 4日（火） 館山コミュニティセンター

2月 5日（水）
鴨川市市民会館

2月 6日（木）

地区 受付期間 会　　　場
富浦 2月 17 日 ( 月 ) ～ 3 月 17 日 ( 月 ) 市役所　別館１

富山 2月 17 日 ( 月 ) ～ 2 月 25 日 ( 火 ) 富山公民館

白浜 2月 26 日 ( 水 ) ～ 3 月　6日 ( 木 ) 白浜地域センター

三芳 3月  7 日 ( 金 ) ～ 3 月 17 日 ( 月 ) 三芳保健福祉センター

千倉 2月 17 日 ( 月 ) ～ 3 月 17 日 ( 月 ) 朝夷行政センター

丸山 2月 17 日 ( 月 ) ～ 2 月 28 日 ( 金 ) 丸山公民館

和田 3月  3 日 ( 月 ) ～ 3 月 17 日 ( 月 ) 和田コミュニティセンター
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「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」の
施
行
に

伴
い
、
個
人
市
民
税
・
個
人
県
民
税
と
も

に
均
等
割
の
税
率
を
表
の
と
お
り
改
正
し

ま
す
。

　

税
率
が
変
更
さ
れ
る
期
間
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
で

す
。

　

そ
の
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
が
、

１
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所

得
控
除
に
つ
い
て
、
２
４
５
万
円
の
上
限

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

公
的
年
金
所
得
者
が
寡
婦（
寡
夫
）控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
申
告
手
続
き
の

簡
素
化

　

公
的
年
金
の
所
得
以
外
の
所
得
が
な

か
っ
た
人
が
寡
婦（
寡
夫
）控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
確
定
申
告

書
や
住
民
税
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
し

た
が
、
年
金
保
険
者
に
提
出
す
る
扶
養
控

除
申
告
書
に「
寡
婦（
寡
夫
）」の
記
載
を
し

て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
告
書
の
提

出
が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
年
金
保
険
者
扶
養
控
除
申
告

書
へ
の
記
載
を
忘
れ
た
人
、
提
出
を
し
な

か
っ
た
人
は
、
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
確
定
申

告
や
住
民
税
申
告
が
必
要
な
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
税
額
控
除
額
の
調
整

　

平
成
25
年
分
か
ら
復
興
特
別
所
得
税
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
ふ
る
さ
と
寄

附
金（
都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
）」の
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控

除
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
50

年
度
ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
特
例
控
除

額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
税
の
限
界
税
率

に
、
復
興
特
別
所
得
税
率（
２
・
１
％
）を
乗

じ
て
得
た
率
を
加
算
す
る
措
置
を
と
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度　

個
人
住
民
税
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
の

改
正

給
与
所
得
控
除
の
改
正

均等割
平成25年度まで 平成26年度から平成35年度まで

現行（年額） 改正後（年額）

市民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 １，０００円 １，５００円

合計 ４，０００円 ５，０００円

改正前

改正後

給与などの収入金額 給与所得控除額

１，０００万円超 収入金額×５％＋１７０万円

給与などの収入金額 給与所得控除額

１，０００万円から１，５００万円以下 収入金額×５％＋１７０万円

１，5００万円超 　　　　　　　　２４５万円

　

税
務
課　

☎
33
―
１
０
２
３

ふるさと寄附金税額控除の計算方法

基本控除（①）と特例控除（②）の合計額が税額控除額となります。
①　基本控除分　【寄附金額－２，０００円　】×１０％
②　特例控除分
・改正前（寄附金額－２，０００円）×【９０％－（０～４０）％　】
・改正後（寄附金額－２，０００円）×【９０％－（０～４０）％×１．０２１】
（補足）
①のうち「寄附金額」は、総所得金額などの３０％が限度です。
②の特例控除分の控除額は、住民税所得割額の１０％が限度です。
② の（０～４０）％は、寄附した人に適用される所得税の限界税率で、寄附した人により異な
ります。



52014年1月号　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
便
利
な
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）に
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

①
24
時
間
い
つ
で
も
申
告
可
能

　

 　

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自
宅
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
確
定
申
告

期
間
中
24
時
間
、
提
出（
送
信
）が
で
き

ま
す
。

②
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

 　

還
付
申
告
の
処
理
期
間
が
６
週
間
程

度
か
ら
３
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

③
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

 　

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
、
一
定
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
法
定
申
告

期
限
か
ら
５
年
間
は
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
管
が
必
要
で
す
。

※ 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
を
利
用
す
る
に
は
、
電
子

証
明
書
の
取
得（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど

の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」の
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
は
３
年
と
な
っ
て
お
り
、

有
効
期
限
切
れ
の
場
合
は
、
新
た
に
取

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
な
ど

の
納
税
に
は
、
安
全
便
利
な
振
替
納
税
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

振
替
納
税
を
利
用
す
る
に
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
税
務
署
ま
た
は

金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
な
ど　

４
月
22
日（
火
）

・
消
費
税
な
ど　

４
月
24
日（
木
）

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１　

　
　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　

補
正
予
算
第
６
号
・
第
７
号
が
、
議
会

12
月
定
例
会
で
承
認
お
よ
び
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
予
算
総
額
は
、
２
１
３
億
９
０
９

５
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

第
６
号（
１
億
１
０
６
０
万
３
千
円
）

　

 

台
風
26
号
に
よ
る
被
災
箇
所
の
災
害
復

旧
経
費

第
７
号（
２
億
６
９
１
６
万
３
千
円
）

・ 

情
報
関
連
企
業
立
地
促
進
人
材
育
成
委
託

１
７
９
２
万
８
千
円

・
学
校
な
ど
の
統
合
に
関
連
す
る
施
設
改
修

１
２
１
６
万
５
千
円

・
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
交
通
安
全
対
策
工
事

２
２
０
０
万
円

・
安
房
医
療
福
祉
専
門
学
校
建
設
補
助

９
７
３
万
１
千
円

・
丸
山
体
育
館
改
修
設
計

５
９
７
万
８
千
円

・
消
防
団
詰
所
移
設
設
計
な
ど

２
６
９
万
７
千
円

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
策
定

１
５
３
万
８
千
円

・
朝
夷
給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
改
修
設

　

計

１
４
０
万
７
千
円

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
公
務
員
給
与
改
定
に

伴
う
人
件
費
の
追
加
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
に
よ
る
繰
出
金
の
追
加
、
寄

付
に
よ
る
基
金
へ
の
積
み
立
て
の
追
加
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
課　

☎
33
―
１
０
２
２

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
・
第
７
号
）が
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。
利
用
に

は
、
電
子
証
明
書
の
取
得（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど

の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

カーブに減速効果のある舗装をする安房グリーンライン



6 2014年1月号

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
の

引
き
上
げ
と
平
成
24
年
９
月
に
行
わ

れ
た
電
気
料
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

各
公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
や
ゴ
ミ

や
し
尿
処
理
の
各
種
手
数
料
を
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
は
、
平
成
23
年
度
以

来
３
年
ぶ
り
の
改
定
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
上
げ
率
は
、
現
行
料
金
よ
り

３
％
か
ら
10
％
の
増
と
な
り
、
電
気

使
用
を
伴
う
施
設
な
ど
と
電
気
を
使

用
し
な
い
施
設
な
ど
、
も
し
く
は
電

気
料
を
別
途
い
た
だ
い
て
い
る
施
設

な
ど
に
よ
り
引
き
上
げ
率
に
違
い
が

あ
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
お
よ
び
各
種

手
数
料
は
、
使
用
し
た
人
な
ど
に
応

分
の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
施
設

な
ど
の
改
定
後
の
料
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
の
申
し
込
み
を
し
て

い
る
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

公共施設などの料金が変わります

公共施設などの使用料および各種手数料を改定する主な施設など

施設名 問い合わせ

とみうら元気倶楽部、
白浜フローラルホール

生涯学習課
☎46-2963

三芳農村環境改善センター、
白浜自然休養村管理センター

丸山公民館
☎46-4031

施設名 問い合わせ

富山コミュニティセンター、
和田コミュニティセンター

市民協働課
☎33-1005

丸山コミュニティセンター 生涯学習課
☎46-2963

施設名 問い合わせ

富山公民館（富山自然環境活用施
設）、三芳公民館、丸山公民館

丸山公民館
☎46-4031

集会施設など 公民館

コミュニティセンター

４月１日から

施設名 問い合わせ

とみうら枇杷倶楽部、三芳村鄙の
里物産センター・交流センター、
千倉黒潮物産センター、富山地域
振興施設「富楽里」、シェイクス
ピア・カントリー・パーク、ロー
ズマリー公園

  観光プロモー
ション課
☎33-1091

和田地域振興拠点施設、和田地域
交流拠点施設

市民協働課
☎33-1005

富浦ビジターサービスセンター 商工観光課
☎33-1092

道の駅関連施設など



72014年1月号　

施設名 問い合わせ

三芳保健福祉センター、白浜保健
福祉センター「はまゆう」、千倉
保健センター、ちくら介護予防セ
ンター、千歳ミーティングハウス

健康支援課
☎36-1152

千倉社会福祉センター、和田地域
福祉センター「やすらぎ」

社会福祉課
☎36-1151

施設名 問い合わせ

可燃物用ごみ指定袋45ℓ、30ℓ、
20ℓ、10ℓ、自己搬入手数料、
粗大ごみ収集手数料

千倉清掃センター
☎ 44-1263

し尿収集処理手数料、浄化槽汚泥
処理手数料、単独処理浄化槽清掃
手数料、合併処理浄化槽清掃手数
料

千倉衛生センター
☎ 44-0084

保健、福祉センターなど

廃棄物および清掃手数料など

施設名 問い合わせ

富山農産物加工施設、和田農産物
加工施設、三芳かあさんの味工場、
白浜農業者健康管理施設、白浜活
性化施設「花の情報館」、丸山農
業者トレーニングセンター、三芳
畜産環境保全施設、漁港管理、炭
窯施設

農林水産課
☎33-1071

三芳新規就農支援施設、市有機械、
流通拠点施設

地域資源再生課
☎33-1073

丸山農産物直売所、三芳乳製品加
工施設

観光プロモー
ション課
☎33-1091

農漁業振興施設など

施設名 問い合わせ

大房岬少年自然の家 生涯学習課
☎46-2963

各小中学校の校舎、体育施設 教育総務課
☎46-2961

教育施設など

施設名 問い合わせ

根本マリンキャンプ場 商工観光課
☎33-1092

自然の宿「くすの木」
観光プロモー
ション課
☎33-1091

交流施設など

施設名 問い合わせ

富浦体育館、富浦テニスコート、
富山ふれあいスポーツセンター、
富山多目的運動場、富山平群体育
館、富山平群運動場、三芳国民体
育館、三芳柔剣道場、三芳弓道場、
三芳テニスコート、白浜体育館、
白浜運動広場、千倉総合運動公園、
丸山体育館、丸山児童体育館、丸
山運動広場、和田コミュニティ運
動広場、千倉Ｂ＆Ｇ海洋センター、
北三原農村広場施設、千倉七浦体
育館、千倉惣戸体育館

生涯学習課
☎46-2963

スポーツ施設など



8 2014年1月号

　

現
在
、
三
芳
・
丸
山
地
区
で
実
証
運
行

中
の
電
話
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、
１

月
10
日（
金
）よ
り
、
自
宅
近
く
ま
で
の
送

迎
を
開
始
し
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

三
芳
地
区
・
丸
山
地
区
で
、
自
宅
近
く

ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
利
用
登
録
者
。

※ 

利
用
登
録
に
つ
い
て
は
、
企
画
政
策
課

（
☎
33
―
１
０
０
１
）に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

自
宅
近
く
ま
で
の
送
迎
は
、
三
芳
線
は

三
芳
地
区
全
域
、
丸
山
線
は
丸
山
地
区
全

域
で
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
電
話
番
号
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
の
際
は『
利
用
者
登
録
証
』

に
記
載
の「
登
録
番
号
」、「
名
前
」を
伝
え

て
い
た
だ
く
と
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で

す
。

ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
と
き
わ
や
、
Ｊ
Ｒ
九

重
駅
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。

　

丸
山
線
は
、
大
井（
酪
農
の
さ
と
）か
ら

丸
山
地
区
全
域
、
Ｊ
Ｒ
南
三
原
駅
、
Ｊ
Ｒ

千
歳
駅
、
ス
ー
パ
ー
お
ど
や
丸
山
店
、
三

芳
地
区
の
一
部
を
経
由
し
、
安
房
地
域
医

　

送
迎
を
希
望
す
る
人
か
ら
申
し
込
み
が

あ
る
と
、
利
用
者
や
家
族
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
運
行
委
託
事
業
者
が
自
宅
近
く
ま

で
車
両
が
進
入
可
能
か
確
認
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
が
狭
く
進
入
が
困
難
な
場

合
な
ど
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
自
宅
近

く
ま
で
の
送
迎
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
を
し
な
い
人
は
、
従
来
ど
お

り
の
乗
降
場
所
か
ら
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

● 

三
芳
地
区
の
人　

　

 

☎
20
―
４
５
６
６

● 

丸
山
地
区
の
人　

　

 

☎
20
―
４
５
７
７

（
受
付
時
間
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
）

　

三
芳
線
は
、
富
山
国
保
病
院
か
ら
三
芳

地
区
全
域
を
経
由
し
、
安
房
地
域
医
療
セ

療
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。

　

乗
降
場
所
に
は
、
標
識
を
設
置
し
て
い

ま
す（
自
宅
ま
で
の
送
迎
を
希
望
し
な
い

人
は
、
乗
降
場
所
か
ら
の
乗
車
に
な
り
ま

す
）。

申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
先

運
行
ル
ー
ト
は
？

送
迎
の
内
容

自
宅
近
く
ま
で
の
利
用
が
で
き
る
人

各路線の運行ルートイメージ図



92014年1月号　

　

初
乗
料
金
が
２
０
０
円
で
、
原
則
と
し

て
１
地
区（
旧
町
村
単
位
）乗
り
越
す
た
び

に
１
０
０
円
加
算
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
三
芳
地
区
か
ら
九
重
ま
で
は
３
０
０

円
か
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
や
、
こ
れ
ら

の
人
を
介
助
す
る
人
、
公
安
委
員
会
が
発

行
す
る
運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
２
分
の
１
の
額
と
な
り

ま
す
。

　

始
発
時
刻
と
終
着
時
刻
は
次
の
と
お
り

で
す
。
電
話
予
約
が
あ
っ
た
場
合
に
、
指

定
さ
れ
た
乗
降
場
所
の
み
を
運
行
し
ま
す

の
で
、
予
約
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
多
少

迎
え
の
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

利
用
料
金
は
？

時
刻
表
は
？

予
約
は
？

標識例

三芳線（平群→三芳・九重方面）

三芳線（九重・三芳→平群方面）

丸山線（大井→南三原駅・千歳駅・安房地域医療センター方面）

丸山線（安房地域医療センター・千歳駅・南三原駅→大井方面）

時　刻　表

早朝便 2便 4便 6便 8便 10便 12便
土休日運休 土休日運休 土休日運休 土休日運休

富山国保病院 7：35 9：15 10：00 11：25 12：40 13：40 16：00

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

九重 8：25 10：05 10：50 12：15 13：30 14：30 16：50

1便 3便 5便 7便 9便 11便 13便
土休日運休 土休日運休 土休日運休 土休日運休

九重 鄙の里8：35 鄙の里8：50 10：35 11：20 12：50 15：00 17：20

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

富山国保病院 9：15 9：30 11：25 12：10 13：40 15：50 18：10

早朝便 1便 3便 5便 7便 9便
土休日運休 土休日運休 土休日運休

大井（酪農のさと） 7：35 8：40 9：25 11：20 12：15 14：05

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

安房地域医療センター 8：40 9：45 10：30 12：25 13：20 15：10

2便 4便 6便 8便 10便
土休日運休 土休日運休

安房地域医療センター 9：45 10：50 13：00 15：20 17：30

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

大井（酪農のさと） 10：50 11：55 14：05 16：25 18：35

　

利
用
に
は
、
利
用
日
の
７
日
前
か
ら
当

日
利
用
便
の
始
発
時
刻
30
分
前
ま
で
に
電

話
予
約
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
早
朝
便
の
予
約
に
つ
い
て
は
前

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
受
付
時
間
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
）

● 

三
芳
線　

☎
20
―
４
５
６
６

● 

丸
山
線　

☎
20
―
４
５
７
７

　

企
画
政
策
課　

☎
33
―
１
０
０
１
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　皆さんご存じのとおり、環境問題は、地球温暖化などの地球規模の問題から、ごみの不法投棄や生活
排水による河川水質の悪化などの身近な問題まで、多様化かつ複雑化しています。環境の大切さを知っ
てもらうため、学習の場を提供しています。環境への負荷の少ない生活とはどのようなものか、具体的
にどのような行動をとればよいかを考えていきましょう。

と　き　２月１日（土）
　　　　午後１時３０分から午後３時まで
ところ　千倉保健センター
対　象　市内に在住・在勤・在学している人、市内事業者
内　容　「ひとあじ違ったごみ問題　
　　　　　～ごみの向こうに　みえるもの～」
　　　　講師　千葉県環境学習アドバイザー
　　　　　　　　　　　　　　　　山口由

ゆ う こ

富子さん
参加費　無料
申し込み　不要

環境問題を考えよう　～一人ひとりの取り組みが重要です～

市民環境学習会を開催します

子どもたちも環境学習に取り組んでいます

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優秀賞
　　　　　　　　 丸山中学校１年　石井　琉月さんの作品
＜標語の趣旨＞ スーパーのビニール袋などをもらったりするのもゴミを作る事で、
そのゴミを捨ててもいけないし、出してもいけないので、できるだけ、無駄なゴミ
を出さない、捨てない、作らないようにするために、この標語にしました。

昨年度の様子

富浦中学校全校生徒

富山小学校4年生

和田小学校4年生南小学校4年生

七浦小学校5・6年生

「ごみ」とは何か。ごみを出さない方法を一緒に考えましょう。
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介　

№
８

〝
ド
ッ
グ
ホ
テ
ル

Ｓ
ｅ
ａ
＆
Ｄ
ｏ
ｇ
〞

白
浜
の
太
平
洋
の
青
い
海
原
を
臨
む
絶
好
の
場
所
に
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
ド
ッ
グ
ホ
テ
ル〝
S
ｅ
ａ
＆
Ｄ
ｏ
ｇ
〞。
佐
藤

香
里
さ
ん
が
愛
犬
の
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
・
カ
ナ
ち
ゃ
ん
と
ス
タ

ッ
フ
の
佐
藤
さ
ん
と
と
も
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

埼
玉
県
岩
槻
市
出
身
で
す
。

…
い
つ
ご
ろ
こ
ち
ら
へ
き
ま
し
た
か
？

　

７
年
前
で
す
。

…
南
房
総
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

　

東
京
で
ト
リ
マ
ー
の
仕
事
を
し
、
独
立
し
て
お
店
を
持
ち
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
良
き
オ
ー
ナ
ー
に
め
ぐ
り
合
い
、

２
年
間
の
修
業
後
、
の
れ
ん
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
店
は

大
変
繁
盛
し
、
５
人
の
従
業
員
を
雇
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
忙
し
す
ぎ
た
せ
い
か
、
心
の
余
裕
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
ち
ょ
う
ど
良
い
中
古
の
物
件

と
巡
り
合
い
、
当
時
３
歳
の
長
男
の
息
子
の
環
境
も
考
え
、
温

暖
で
自
然
豊
か
な
白
浜
に
移
住
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

…
事
業
内
容
は
？

　

体
調
が
良
く
な
っ
た
後
、
や
は
り
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
仕
事

に
戻
り
た
く
な
り
、
白
浜
で
犬
の
床
屋
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
に
お
客
様
か
ら
、
観
光
や
海
水
浴
に
来
た
際
に
犬
を
預
か
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
話
や
、
犬
が
宿
泊
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
も
っ

と
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
快
適
に
過
ご
せ
る
白
浜
の
良
さ
が
、
多

く
の
人
に
伝
わ
る
な
と
思
い
、 〝
犬
も
人
間
も
心
地
よ
く
過
ご
せ
る

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
空
間
〞を
テ
ー
マ
と
し
た
一
日
一
組
限
定
の「
シ

ー
グ
ラ
ス
白
浜
」（
３
年
前
オ
ー
プ
ン
）や
小
型
犬
専
用
の
ド
ッ
グ
ホ

テ
ル「
Ｓ
ｅ
ａ
＆
Ｄ
ｏ
ｇ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
は
？

　

情
報
発
信
Ｐ
Ｒ
は
、
重
要
で
す
の
で
主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

〝
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
南
房
総
は

い
い
よ
ね
〞
と
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
…

ブ
ロ
グ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
営
業
手
段
と
し
て
は
、
近
く
の
ホ
テ
ル
に
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

　
「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
南
房
総
は
い
い
よ
ね
」と
白
浜
に

訪
れ
た
人
た
ち
が
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

更
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
体
験
施
設
な
ど
、
ほ
か
の
業
種
の
人
た
ち
と

一
緒
に
、
観
光
地
だ
け
と
し
て
で
な
く
、
生
活
の
場
と
し
て
魅
力

あ
る
南
房
総
に
な
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

佐藤香里さんとスタッフの佐藤さん（受付にて）

Sea&Dogの外観

シ
ー
グ
ラ
ス
白
浜

ド
ッ
グ
ホ
テ
ル
Ｓ
ｅ
ａ
＆
Ｄ
ｏ
ｇ　

☎
38
―
５
１
７
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://dog-hotel-seaglass.jim
do.com

/ 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

　

犬
と
過
ご
す
に
は
少
し
で
も
魅
力
あ
る
白
浜
地
区
に
な
れ
ば
と

思
い
、
市
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
環
境
美
化
に
協
力
し
て
い
る
香

里
さ
ん
。
東
京
に
勤
め
な
が
ら
、
地
域
の
消
防
団
や
青
少
年
相
談

員
そ
し
て
組
長
ま
で
も
こ
な
し
て
い
る
だ
ん
な
さ
ん
。
頑
張
っ
て

い
る
な
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

清潔感あふれるシーグラス白浜の室内
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地産地消運動2013の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第3回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（1人分）

【材料】（1本分）

カッテージチーズ（①～②）　
①　トマトを湯むきして、ジュースにする。
② 　沸騰させた牛乳に、①とレモン汁を入れ、ザルにあけ（ホエー（乳清）は取っておく）、
冷ましてから塩を少々振る。
③　米粉に②でできたホエーを加えながらまとめる。
④　バターをひいたフライパンで焼く。
⑤　ゆでたオクラを盛り付け、レモン汁をかけてできあがり。

①　かぼちゃをサイコロ状に切りレンジで加熱し、塩・コショウをする。
　　枝豆は塩ゆでにし、あじの干物は焼いてほぐしておく。
② 　小麦粉、ベーキングパウダーをボールに振るい入れ、卵、粉チーズ、牛乳、サラダ油、マヨネー
ズの順に加える。※そのつどダマにならないように泡立て器で混ぜる。
③ 　型に②の 1/2 を入れ、①を散らし、残りの②を入れ表面をならし、180℃のオーブンで 30
分焼き、冷ましてから型から出し、切り分ける。

トマトジュース大さじ 2、牛乳 200cc、
レモン汁小さじ 2 、米粉 70g 、オクラ
1本、塩少々、バター適量

小麦粉 75g、ベーキングパウダー 3g、砂
糖小さじ 1/2、塩小さじ 1/2、粉チーズ
30g、牛乳 75cc、サラダ油 8g、マヨネー
ズ 5g、かぼちゃ 80g、枝豆（ゆでてさや
から外したもの）40g、あじの干物1枚

審査員特別賞

今敷　倫佳さん（七浦小 5年）
「南房総フラワー」

審査員特別賞

石井　礼治さん（富浦中 1年）
「南房総食材のケークサレ」
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悪
質
な
事
業
者
は
、
社
会
人
に
な
り
た

て
の
若
者
を「
だ
ま
し
や
す
い
人
」と
し
て

標
的
に
し
て
き
ま
す
。

　

若
者
が
陥
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

を
知
り
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

マ
ル
チ
商
法　

学
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）な

ど
で
知
り
合
っ
た
友
人
に「
も
う
か
る
」な

ど
と
誘
わ
れ
て
販
売
組
織
に
入
会
さ
せ
ら

れ
た
人
が
、
さ
ら
に
別
の
加
盟
者
を
誘
引

す
る
と
い
う
連
鎖
に
よ
っ
て
組
織
を
拡
大

し
て
行
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
。
新

規
加
盟
者
の
支
払
う
加
盟
料
や
商
品
代
金

な
ど
に
よ
っ
て
自
分
の
利
益
が
得
ら
れ
る

と
勧
誘
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス　

駅
や
繁
華
街
の
路

上
で「
無
料
サ
ー
ビ
ス
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」な
ど
と
称
し
て
呼
び
止
め
て
、
喫
茶
店

や
営
業
所
へ
連
れ
て
い
き
、
し
つ
こ
く
勧

誘
し
、
帰
れ
な
い
状
況
に
し
た
り
、
不
安

を
あ
お
る
な
ど
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

契
約
さ
せ
ま
す
。

デ
ー
ト
商
法　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
故
意

の
間
違
い
電
話
な
ど
で
販
売
目
的
を
隠
し

て
近
づ
き
、
勧
誘
時
に
言
葉
巧
み
な
話
術

で
好
意
を
抱
か
せ
、
そ
れ
に
付
け
込
ん
で

商
品
な
ど
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス　
「
特
別
モ

ニ
タ
ー
に
選
ば
れ
た
」な
ど
と
販
売
目
的
を

若
年
層
が
陥
り
や
す
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑰

明
ら
か
に
し
な
い
、
ま
た
は
有
利
な
条
件

で
取
引
で
き
る
と
言
っ
て
、
電
話
な
ど
で

喫
茶
店
や
事
務
所
へ
呼
び
出
し
、
消
費
者

を
契
約
し
な
い
と
帰
れ
な
い
状
況
に
す
る

な
ど
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ

ま
す
。

　

甘
い
誘
い
に
は
簡
単
に
乗
ら
な
い
、
安

易
に
契
約
せ
ず
ま
わ

り
の
人
や
消
費
者
相

談
窓
口
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

なんでもアリさ！④
日系なお正月 A Japanese-American New Year's

　新年明けましておめでとうございます。
　私の家族は、アメリカに住んでいるにも関わらず、い
つも日本風に新年を迎えています。
　まず、大晦日は日本町の日系スーパーへ行き、たくさ
んの日本食品を買います。毎年
20人ぐらいの知人にばったり会
い、地域の日系人が全員日本町
にいるのではないかと思うほど
でした。
　その後、紅白歌合戦のテレビ
放送に間に合うように急いで家
に帰ります。元旦は、お雑煮を
食べ、おやつにぜんざいを食
べ、とにかくたくさん食べて過
ごしていました。

　いつも日本風に過ごしてはいたものの、アメリカでは
できなかったこたつに入って食べることや、初詣には長
年憧れていました。そのため、今年生まれて初めて経験
する日本のお正月をとても楽しみにしていました。何よ
り、滅多に会えない日本の親戚やアメリカから遊びに来
た両親と一緒に過ごせて本当に良かったです。

　Happy New Year everyone!
　Despite living in the U.S., my family has very Japanese 
ways of spending our New Year's. First, on New Year's 
Eve, we rush to a grocery store in Japantown and buy 

lots of Japanese food. Every year we 
bump into 20 or more people we know
--- it seems l ike every Japanese-
American in the area is in Japantown 
that day. Then, we rush back home 
to catch the Kouhaku year-end music 
show on TV. On New Year's Day, we 
eat ozoni  soup in the morning, zenzai 
red bean soup for snack, and eat... and 
eat.

　However, I always longed to do things I couldn't do 
in America, like sit in a kotatsu table, or visit a temple 
or shrine for hatsumoude. Thus, this year I looked very 
forward to my first New Year's in Japan. Being with my 
Japanese relatives I hardly ever see and my parents 
who were visiting from America made this New Year's a 
great one.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

日本食品のほとんどがそろう日系スーパーのちらし
Ad for Japanese supermarket in America

お
電
話

く
だ
さ
い
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が
ん
検
診
は
、
登
録
制
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
受
診
す
れ

ば
翌
年
も
検
診
を
希
望
す
る
も
の
と
し
て
登

録
さ
れ
、
が
ん
検
診
の
案
内
通
知
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。

※ 

２
年
連
続
し
て
受
診
し
な
い
場
合
は
登
録

が
取
り
消
さ
れ
、
が
ん
検
診
の
案
内
通
知

は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
に
が
ん
検

診
を
希
望
す
る
場
合
は
新
た
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

が
ん
検
診
の
種
類

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／

前
立
腺
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診
／
乳

が
ん
検
診
／
子
宮
が
ん
検
診

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

　

が
ん
検
診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
れ
ば
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

平
成
26
年
度
の
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
人

は
、
次
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

が
ん
検
診
登
録
制
度

健
康
支
援
課　
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健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

申
込
方
法

①　

 

新
た
に
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
人

（
下
表
）に「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込

書
」を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
検

診
を
希
望
す
る
場
合
は
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

 

平
成
24
年
度
ま
た
は
平
成
25
年
度
に

希
望
す
る
検
診
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
案
内
通
知
が
郵
送
さ
れ
る
の
で
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

③　
 

①
・
②
以
外
の
人
は
電
話
で
希
望
す
る

検
診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

が
ん
検
診
は
受
診
で
き
る
年
齢
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
登
録
状
況
の
確
認
や
、
申
し

込
み
の
変
更
を
し
た
い
と
き
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

登
録
制
に
な
っ
て
い
な
い
検
診

　

 

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
／
成
人
歯
科
検

診
／
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
／
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診

※ 

対
象
と
な
る
年
齢
時
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
」を
対
象
者

（
下
表
）に
１
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。
検

診
を
希
望
す
る
場
合
は
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

平成２６年度に検診の対象年齢になる人
年齢 生年月日 検診名

男
性

35～39歳 昭和50年 4月1日～昭和55年3月31日 生活習慣病予防健診

40歳 昭和49年4月1日～昭和50年3月31日 結核・肺がん検診、胃がん検診
大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、成人歯科検診

50歳 昭和39年4月1日～昭和40年3月31日 前立腺がん検診、成人歯科検診

60歳 昭和29年4月1日～昭和30年3月31日 成人歯科検診
70歳 昭和19年4月1日～昭和20年3月31日 成人歯科検診

女
性

20歳 平成　6年4月1日～平成　7年3月31日 子宮がん検診

30歳 昭和59年4月1日～昭和60年3月31日 乳がん検診

35歳 昭和54年4月1日～昭和55年3月31日 生活習慣病予防健診、骨粗しょう症検診

36～39歳 昭和50年 4月1日～昭和54年3月31日 生活習慣病予防健診

40歳 昭和49年4月1日～昭和50年3月31日 結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診
肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診

45歳 昭和44年4月1日～昭和45年3月31日 骨粗しょう症検診

50歳 昭和39年4月1日～昭和40年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診

55歳 昭和34年4月1日～昭和35年3月31日 骨粗しょう症検診

60歳 昭和29年4月1日～昭和30年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診

65歳 昭和24年4月1日～昭和25年3月31日 骨粗しょう症検診
70歳 昭和19年4月1日～昭和20年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診
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妊
娠
中
の
風
し
ん
感
染
は
、
必
ず
し
も

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
意
味
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
分
に
注
意
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
特
に
必
要

と
思
わ
れ
る
次
の
人
が
、
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
予
防
を
目
的
と
し
て
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

ま
だ
申
請（
接
種
）が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
健
康
支
援
課
ま
で
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

①
妊
娠
を
予
定
・
希
望
し
て
い
る
女
性

　

②
妊
婦
の
夫

　

接
種
日
当
日
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

　

○
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

　

○
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
人

　

○ 

風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
人

助
成
金
額

　

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

　

風
し
ん　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

助
成
の
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
接
種
分
か
ら

　

平
成
26
年
３
月
31
日
接
種
分
ま
で

助
成
方
法

　

助
成
は
、
一
人
一
回
限
り
。
①
ま
た
は

②
の
方
法
で
助
成
し
ま
す
。

① 

健
康
支
援
課
に
申
し
込
み
、
送
付
さ
れ

た
問
診
票
を
医
療
機
関
に（
要
予
約
）持

参
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

② 

助
成
金
交
付
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
領
収
書（
金
額
・
予
防
接
種

の
種
類
・
接
種
日
の
わ
か
る
も
の
）を

添
え
て
市
に
提
出
後
、
指
定
口
座
に
市

が
助
成
金
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

注
意
事
項

　

○
妊
婦
へ
の
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

○ 

女
性
が
接
種
を
受
け
る
時
は
、
妊
娠

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

○ 

女
性
が
接
種
し
た
場
合
は
、
接
種
後

２
か
月
は
妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

医
療
機
関
予
約
後
に
妊
娠
が
わ
か
っ
た

人
は
、
接
種
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

○ 

こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で
、
接

種
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
接
種
す
る
か
ど
う
か
は
、
ご
自

身
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す（
助
成
金
交
付
申
請

書
類
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

健
康
支
援
課　
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証
明
書
の
発
行
は
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。
健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
書
類
は
１
週
間
程
度
で
郵

送
し
ま
す
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確
認
書

対
象
者

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
お
り
、
寝
た
き
り
で
尿
失
禁

な
ど
の
可
能
性
が
介
護
認
定
資
料
で
確
認

で
き
る
人

※ 

初
め
て
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
確
認

書
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
師
が
発

成
人（
妊
娠
を
予
定
・
希
望
し
て
い

る
女
性
、
ま
た
は
妊
婦
の
夫
）へ
の

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
、
障
害

者
控
除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」で
医
療

費
控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
１
か
ら
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
40
歳
以
上
65
歳
未

満
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
該
当
す
る

人
で
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
基
準
に

該
当
す
る
人

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
認
定
書
の
交
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

健
康
支
援
課　
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認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
と
い
う

事
は
、
認
知
症
の
人
が
、
地
域
を
支
え
る

側
に
回
る
事
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
の
お
年
寄
り
か
ら
学
ば
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

福
祉
専
門
職
の
多
く
は
、
私
も
含
め
、
勉

強
不
足
と
感
性
の
麻ま

ひ痺
に
よ
り
、
彼
ら
か

ら
い
た
だ
く
事
の
で
き
る
至
福
の
時
間
を

取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
、「
何
を
夢

の
よ
う
な
事
を
」と
思
う
向
き
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
の
本
音
で

す
。
長
か
っ
た
個
人
的
な
介
護
体
験
と
最

重
度
の
重
複
障
害
者
施
設
で
の
現
場
経
験

が
確
信
を
持
っ
て
そ
う
言
わ
せ
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
と
も
、
自
分
の

介
護
は
自
分
で
決
め
る
べ
き
も
の
で
す
。

市
民
と
し
て
の
誇
り
や
地
域
づ
く
り
の
主

体
と
し
て
の
意
見
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ

と
。

介
護
者
の
想
い

　

一
方
、
こ
れ
を
介
護
者
家
族
の
視
点
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
域

で
の
介
護
支
援
を
仕
事
と
し
て
い
る
、

我
々
南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
は
、
専
門
職
と
し
て
の
責
任
を
深

く
感
じ
、
厳
粛
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は

皆
、
社
会
福
祉
士
・
看
護
師
・
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
専
門
資
格
の
保
持

者
で
す
。
地
域
の
最
前
線
の
有
力
な
福
祉

資
源
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
は
、
持
て
る
専
門
知
識
の
限
り

を
尽
く
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
に
尽

力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
房
総
市
地
域
ケ
ア
会
議
と
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

南
房
総
市
に
地
域
ケ
ア
会
議
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
地
域
福
祉
の

体
制
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
南
房
総
市
か

ら
委
託
さ
れ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
房
地
区
ア
イ
リ
ス
の
里
、
外
房
地
区

リ
ブ
丸
山
）に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
房
総
市
職
員
、
介
護
施
設
の
職
員
、
社

ら
見
る
と
ま
た
違
っ
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
明
日
は
、
大
切
な
仕
事
が
あ
る
と
い

う
の
に
、
夜
中
騒
が
れ
、
は
か
ら
ず
も
母

を
怒
鳴
り
つ
け
て
し
ま
っ
た
絶
望
的
な
気

持
ち
。
い
つ
果
て
る
事
の
な
い
介
護
生
活

の
中
で
、
少
し
ず
つ
確
実
に
蓄
積
さ
れ
る

疲
労
。
そ
し
て
、
唐
突
に
訪
れ
る
介
護
の

終し
ゅ
う
え
ん
焉
。
そ
の
後
残
る
の
は
、
心
の
奥
底
か

ら
込
み
上
げ
る
悲
し
み
と
、
生
き
て
い
る

う
ち
に
も
っ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
い
う
後
悔
。
人
の
死
は
残

さ
れ
た
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
に
さ
せ

ま
す
。
介
護
と
は
、
何
と
深
く
人
間
の
尊

厳
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
な
ど
が
、
高
齢
者

福
祉
実
現
に
向
け
、
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。

　

正
解
の
な
い
、
前
例
の
な
い
仕
事
で
す
。

た
だ
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
と
い

う
純
粋
な
気
持
ち
だ
け
は
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
の
有
力
な
武
器
の
一
つ
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
地
域
の
方
へ
の
啓け

い
も
う蒙
で

す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
し「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
講

師
は
、
地
域
の
介
護
施
設
の
職
員
で
す
。

講
師
料
な
ど
は
す
べ
て
無
料
で
、
５
人
で

も
６
人
で
も
人
が
集
ま
れ
ば
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
良
く
、
地
域
の
集
会
に
出
て
い

き
、
一
時
間
位
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

超
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と

　

街
を
歩
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
高
齢

者
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
以
前
は
、「
福
祉

の
お
世
話
に
な
る
の
は
嫌
」と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は「
介
護
保
険
料

を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
の
権
利
」

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
と
い
う
こ
と

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス
の
里　

伊　

藤　

厚　

司
さ
ん

認
知
症
の
人
こ
そ

地
域
福
祉
の
主
体



172014年1月号　

日
時
お
よ
び
内
容

【
１
回
目
】１
月
30
日（
木
）

　

 

講
演　
「
生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

　

〜
生
活
を
振
り
返
り
予
防
し
よ
う
〜

　

講
師　

青
柳
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

青
柳
和
美
医
師

【
２
回
目
】２
月
６
日（
木
）

　

食
生
活
講
話　
　
　

市
管
理
栄
養
士

　

運
動
実
技　
　
　
　

市
保
健
師

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
ま
で

と
き　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
３
時
45
分
ま
で　
　
　

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

総
合
健
診
結
果
通
知
表
、
筆
記

用
具
、
健
康
手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）２
回

目
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ

さ
い
。

定
員　

30
人

申
込
期
限　

１
月
24
日（
金
）

　　

健
康
支
援
課　

　
　
　

 
☎
36
―
１
１
５
２

か
ら
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
保
険
の
利
用
方
法
を
考

え
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

我
々
福
祉
従
事
者
を
叱
り
つ
け
て
欲
し

い
。「
私
が
し
て
欲
し
い
介
護
は
、
あ
な
た

の
提
案
と
は
違
う
も
の
だ
」と
。

　

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
房
地
区（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス
の
里

　

☎
20
―
４
０
６
０

外
房
地
区（
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ

丸
山

　

☎
40
―
１
２
７
７

と
い
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
良

い
事
で
す
。
も
と
も
と
、
介
護
保
険
制
度

が
で
き
る
前
、
福
祉
を
利
用
す
る
事
も

「
権
利
」で
し
た
が
、「
保
険
」と
名
付
け
ら

れ
た
事
で
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
要
介
護
者
の
中
心
は
団

塊
世
代
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
し
っ
か
り

自
己
主
張
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
介
護

保
険
料
を
払
っ
た
の
は
皆
さ
ん
な
の
で
す

　

11
月
20
日
に
成
田
国
際
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
57
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会

で
、
安
房
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
５
人

が
次
の
と
お
り
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
あ
っ
て
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
活
動
に
参

加
し
、
更
生
保
護
活
動
に
大
き
く
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。（
順
不

同
・
敬
称
略
）

千
葉
県
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

青あ
お
き木　

玲れ
い
こ子　
（
千
倉
地
区
）

　

関せ
き
が
み上　

文ふ
み
こ子　
（
丸
山
地
区
）　

千
葉
県
更
生
保
護
女
性
会
連
盟
会
長
表
彰

　

岩い
わ
い井　

布の
ぶ
こ子　
（
千
倉
地
区
）

　

髙た
か

橋は
し　

弘ひ
ろ
み美　
（
三
芳
地
区
）

　

鈴す
ず
き木　

俊と
し
こ子　
（
富
山
地
区
）

   

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

   

更
生
保
護
女
性
会
員
が
受
賞

左からスタッフの平井さん、樋口さん、伊藤さん



18 2014年1月号

連
絡
先
お
よ
び
利
活
用
方
法
を
詳
し
く
記

載
し
、
２
月
末
ま
で
に
学
校
再
編
推
進
課

に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
取
り
扱
い
の
考
え
方

　

応
募
者
自
ら
が
施
設（
事
業
）運
営
な
ど

を
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
施
設
の

管
理
・
運
営
は
利
用
者
が
行
い
、
維
持
管

理
費
も
利
用
者
負
担
と
し
ま
す
。

　　

〒
２
９
９
―
２
５
９
２　

　
　
　

 

南
房
総
市
岩
糸
２
４
８
９
番
地

　
　
　

 

教
育
委
員
会
学
校
再
編
推
進
課

　
　
　

 

☎
46
―
２
９
６
２ 

　

旧
長
尾
小
学
校
校
舎
・
幼
稚
園
園
舎
お

よ
び
屋
外
運
動
場
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
の「
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

登
録
す
る
と
と
も
に
利
活
用
案
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

募
集
期
間　

３
月
20
日（
木
）ま
で

施
設
概
要

校
舎
木
造
平
家
建（
一
部
Ｒ
Ｃ
造
）

床
面
積　

１
８
６
８
㎡

敷
地
面
積　

１
万
４
４
１
８
㎡

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

〒
２
９
９
―
２
４
９
２

　
　
　

 

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

　
　
　

 

財
政
課　

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
２
２

H
P
 http://www.city.m

inam
iboso.chiba.jp

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
千
倉
地
区
の

４
つ
の
幼
稚
園
と
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
統

合
し
、
朝
夷
幼
稚
園
と
朝
夷
小
学
校
体
育

館
を
使
用
し
て
千
倉
幼
稚
園
、
健
田
幼
稚

園
と
健
田
小
学
校
を
使
用
し
て
千
倉
小
学

校
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
26
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
七
浦
・
忽
戸
・
朝
夷
・
健
田
の

幼
稚
園
お
よ
び
小
学
校
が
閉
園
・
閉
校
と

な
り
ま
す
。

　

朝
夷
小
学
校
舎
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

ち
く
ら
保
育
所
と
千
倉
幼
稚
園
と
の
幼
保

一
体
化
施
設
と
な
り
、
七
浦
小
学
校
体
育

館
お
よ
び
忽
戸
小
学
校
体
育
館
は
、
社
会

体
育
施
設
と
し
て
使
用
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
閉
園
・
閉
校
後
の
利
活
用
が

決
ま
っ
て
い
な
い
七
浦
幼
稚
園
・
小
学
校

お
よ
び
忽
戸
幼
稚
園
・
小
学
校
施
設
の
利

活
用
を
検
討
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

p
y

施
設
概
要

幼
稚
園
施
設

平
成
15
年
３
月
建
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建

床
面
積　

５
３
５
㎡

小
学
校
施
設

平
成
14
年
３
月
建
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

床
面
積　

２
５
０
４
㎡

　
昭
和
53
年
６
月
建
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

幼
稚
園
部
分

床
面
積　

２
２
９
㎡

小
学
校
部
分

床
面
積　

２
８
７
０
㎡

※ 

幼
稚
園
は
、
小
学
校
舎
１
階
の
一
部
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

書
面（
任
意
様
式
）に
て
、
氏
名
・
住
所
・

閉
園
・
閉
校
後
の

七
浦
幼
小
、
忽
戸
幼
小

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集

七
浦
幼
稚
園
・
小
学
校
施
設

忽
戸
幼
稚
園
・
小
学
校
施
設

忽戸幼稚園・小学校

七浦幼稚園・小学校

旧長尾幼稚園・小学校

全
国
的
に
提
案
を
募
る
！

旧
長
尾
幼
稚
園
・
小
学
校
跡
地
の

利
活
用
募
集



192014年1月号　

　

11
月
22
日
、「
第
25
回
日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ

ベ
ル
大
賞
」で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
千
倉
地
区

出
身
の
冴
崎
伸（
本
名
・
鈴
木
伸
）さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
は
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
文
学
の
新
た
な
才
能
を
発
掘
す
る
文

学
賞
で
す
。
受
賞
作
品
の『
忘
れ
村
の
イ
ェ
ン

と
深
海
の
犬
』は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
王
道
と

い
え
る
作
風
が
評
価
さ
れ
、
６
４
４
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
大
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　
『
忘
れ
村
の
イ
ェ
ン
と
深
海
の
犬
』は
、
新
潮

社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
国
際
交
流
協
会（
羽
山
信
一
会
長
）

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の「
桜
祭
り
ク
ィ
ー
ン
・

プ
リ
ン
セ
ス
」２
人
を
招
き
、
11
月
23
日
に
三

芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
文
化
交
流
サ
ロ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

桜
祭
り
ク
ィ
ー
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
桜
祭
り
の
日
系
人

代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
２
人
で
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
日
本
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
日
本
を
訪
れ
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日
系
人
社
会
や
文
化
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
参
加

者
と
一
緒
に
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
・
22
日
、
第
54
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
協
議
会
が
和
歌
山
県
の
和
歌
山

ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
宇
山
章
人
さ
ん（
白
浜
地
区
）、
小

沢
正
順
さ
ん（
千
倉
地
区
）、
渡
辺
光
伸
さ
ん

（
千
倉
地
区
）に
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
合
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
歴
30
年
、
誰
で
も
楽
し

め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
尽
力

し
、
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

1月の1月の12月25日（水）に実施されました
● 平成２５年南房総市１０大ニュース
● 成人式
● 新春賀詞交歓会

　12月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
感
謝
状

   

日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞

優
秀
賞
受
賞
者
が
市
役
所
を
訪
問

   

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
桜
ク
ィ
ー
ン
・

プ
リ
ン
セ
ス
が
訪
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

左から小沢さん、石井市長、渡辺さん

石井市長に受賞作品を手渡した冴崎さん

羽山会長と桜クィーン・プリンセスの2人



20 2014年1月号

平成２５年は、合併後初めて統合する中学校名が決まるなど、さまざまな出来事がありました。
これら多くの出来事や事業の中から、職員が南房総市１０大ニュースを選びました。

発表10大平成25年
南房総市

　

市
民
を
対
象
に
、
保
存
期
間
の

経
過
し
た
雑
誌
を
無
料
配
布
し
ま

す
。

と
き　

２
月
１
日（
土
）・
２
日

（
日
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

と
こ
ろ　

図
書
館
内
受
付
前

※ 

１
人
３
冊
ま
で
。
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

　

図
書
館

　
　

 

☎
40
―
１
１
２
０

平成25年

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

有料広告   

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

人口の動き(平成26年1月1
日現在）は、広報みなみぼう
そうお知らせ版2月号（1月
23日発行）に掲載します。

順位 内　　　　　　　容

1
丸山中と和田中の統合中学校名が「嶺南中学校」に決まる（２月）
　平成26年４月に統合する丸山中と和田中の統合中学校名を募集したところ、
123点の応募の中から嶺南中学校に決まりました。

2
千倉地区の七浦・忽戸・朝夷・健田の幼稚園・小学校が平成26年度に統合決まる（３月)
　千倉地区学校再編検討委員会で千倉地区の４つの幼稚園・小学校の平成26年度統合に向け、
意見がまとまりました。統合後の学校名は、千倉幼稚園・千倉小学校に決まりました。

3
台風２６号による被害（10月)
　総雨量300ミリを超える記録的な豪雨により、道路の寸断や停電など、市内各地で被害が
出ました。土砂災害警戒情報の発令や平久里川の増水を受けて、避難勧告が発令されました。

4
「南房総市　日本一おいしいご飯給食」出版（11月）
　市は、平成23年度から完全米飯給食を進めており、市内の学校に提供している学校給食を
まとめた本が出版されました。

5
「全国鯨フォーラム2013南房総」開催（11月）
　「全国鯨フォーラム2013南房総」が道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」で開催され、捕鯨にゆかりのある関係者が集まり、捕
鯨や鯨食文化の情報を広く発信しました。
　ワインソムリエの田崎真也さんによる特別講演も行われました。

6
シロナガスクジラの全身骨格標本完成（３月）
　道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」に全長２６ｍのシロナガスクジラの
全身骨格標本（レプリカ）が完成しました。

7
富山中女子剣道部が県大会優勝（７月）
　県中学校総合体育大会剣道大会で、２３年ぶりに優勝しました。
全国大会や関東大会でも活躍しました。

8
フジテレビ　ドラマ「サマーヌード」が市内で撮影（７月）
　フジテレビの月９ドラマの撮影が市内で行われ、ロケ地になった場所に
大勢の観光客が訪れました。

9
朝夷行政センター駐車場へ高速バスが乗り入れ（10月）
　朝夷行政センター駐車場を整備し、高速バス「房総なのはな号」のバス
停とし、新たに同駐車場を始発着とする便を増便しました。

10
県内初の自治体が公有地を活用した太陽光発電所「南房総ソーラーパーク」が開所（７月）
　企業誘致候補地となっていた旧千歳小学校跡地について、民間事業者から活用提案の募集をした結果、太陽光発電所
「南房総ソーラーパーク」が事業採択され、７月に開所しました。

ある関係者が集まり 捕

お
し
ら
せ



212014年1月号　

　

昔
む
か
し
、
丸
山
の
加
茂
の
庄
左
衛
門
と
い
う
百
姓
の
家
に
、
宮
下
か

ら「
お
松
」と
い
う
嫁
さ
ん
が
来
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
百
姓
の
一
番
の
収
入
源
は
稲
作
で
し
た
が
、
今
の
世
と
は
違

い
、
稲
の
品
種
が
悪
く
、
農
薬
も
な
く
、
良
い
肥
料
も
な
か
っ
た
の
で
、

少
し
し
か
収
穫
が
な
く
、
そ
の
う
え
、
領
主
か
ら
重
い
年
貢
を
取
ら
れ
た

た
め
、
多
く
の
百
姓
が
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
す
。

　

毎
日
食
べ
る
ご
飯
も
三
宝
飯
と
い
っ
て
、
米
に
麦
や
粟あ
わ

を
混
ぜ
て
炊
い

て
い
ま
し
た
が
、
庄
左
衛
門
の
家
は
、
も
っ
と
貧
し
か
っ
た
た
め
、
ほ
ん

の
少
し
の
米
に
菜
っ
葉
や
野
に
生
え
て
い
る
芹せ
り

を
た
く
さ
ん
混
ぜ
て
炊
い

て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
お
松
は
少
し
も
不
平
を
言
わ
ず
、
い
つ
も
自
分
は
、
菜
っ
葉

や
芹
ば
か
り
食
べ
て
、
舅
し
ゅ
う
とで
あ
る
親
に
は
、
米
の
と
こ
ろ
を
探
し
て
食
べ

さ
せ
孝
行
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
食
事
の
と
き
ば
か
り
で
な
く
、
万
事
に
わ
た
っ
て
で
し
た
か

ら
、
お
松
の
親
孝
行
の
噂
は
、

や
が
て
領
主
の
耳
ま
で
伝
わ
り

ま
し
た
。

　

良
い
行
い
を
続
け
れ
ば
、
必

ず
い
つ
か
報
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

領
主
か
ら
た
い
そ
う
褒
め
ら

れ
て
、
褒
美
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第 93話
生稲謹爾

「親孝行な嫁」

　

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が

毎
月
公
表
し
て
い
る「
完
全
失
業

率
」の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国

の
経
済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど

の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

県
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

調
査
員
は
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象　

和
田
地
区（
柴
）の

一
部
の
世
帯

調
査
期
間　

２
月
か
ら
６
月
ま
で

　

県
総
合
企
画
部
統
計
課　

　

 

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

　

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
実

行
委
員
会
で
は
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
皆
さ
ん
に
心
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
を
す
る
と
と
も
に
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
大
会
を
め
ざ
し
準
備

み
く
じ
引
き
、
飲
食
売
店
、
大

人
も
楽
し
め
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
。

　

チ
ー
バ
く
ん
が
来
場
し
、
元
気

に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と
き　

２
月
９
日（
日
）　

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

み
よ
し
交
流
館（
旧
滝

田
公
民
館　

南
房
総
市
千
代
４

番
地
）

　

 

地
域
づ
く
り
協
議
会「
み
よ

し
」事
務
局（
三
芳
地
域
セ

ン
タ
ー
内
）　

　
　

☎
36
―
１
１
８
５

を
進
め
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
26
年
３
月
１
日

（
土
）・
２
日（
日
）

コ
ー
ス　

１
日（
土
）白
浜
・
野
島

埼
灯
台
コ
ー
ス
／
内
房
田
園
コ
ー
ス

２
日（
日
）丸
山
・
和
田
浦
海
岸

コ
ー
ス　

参
加
費（
安
房
郡
市
内
在
住
）

一
般　

１
０
０
０
円　

高
校
生　

５
０
０
円

申
込
方
法　

郵
便
振
替
か
商
工
観

光
課
ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

実
行
委
員
会
で
は
、
売
店
出
店

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ

実
行
委
員
会（
商
工
観
光
課
内
）

　
　

 

☎
33
―
１
０
９
２

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
づ

く
り
を
目
的
に「
み
よ
か
ん
祭
」を

開
催
し
ま
す
。

　

三
芳
幼
稚
園
・
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
展
示
や
、
お
楽
し

   

第
24
回
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー

マ
ー
チ
大
会
参
加
者
募
集

 

「
第
２
回
み
よ
か
ん
祭
」

を
開
催 も

よ
お
し

ぼ
し
ゅ
う

昨年の様子

   
労
働
力
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す



22 2014年1月号

　

千
倉
金
比
羅
山
地
域
創
生
会
は
、
平
成
23
年
5
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
千
倉
地
区
の
後
背
地
に
あ
る
金

比
羅
山
を
中
心
に
、
参
道
の
草
刈
り
、
枝
の
剪せ
ん
て
い定
、
展
望

台
や
境
内
地
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
神
社
と
鳥
居
の
再
建
は

難
し
く
、
安
全
で
き
れ
い
な
参
道
の
整
備
も
ま
だ
ま
だ
で

す
。
さ
ら
に
、
金
比
羅
山
か
ら
流
れ
出
る
水
を
海
ま
で
流

す
水
路
の
整
備
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

荒
れ
て
し
ま
っ
た「
里
山
」の
再
生
、
復
活
は
、
非
常
に

難
し
く
、
長
い
年
月
を
か

け
て
地
道
に
や
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

春
に
は
花
見
、
夏
に
は

ホ
タ
ル
鑑
賞
、
秋
に
は
紅

葉
、
冬
に
は
山
歩
き
が
で

き
る
よ
う
な「
里
山
」を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
や
津
波
時

の
第
2
次
避
難
所
と
し
て
も
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
会
は
、
自
然
の
破
壊
と
征
服
で
は
な
く
、
自
然
と
調

和
し
て
生
き
る
と
い
う
日
本
人
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
実

践
し
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。

　

神
社
、
鳥
居
の
再
建
に
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

千
倉
金
比
羅
山
地
域
創
生
会

　
　

会
長　

高
田
敏
明

　
　

☎
０
９
０
―
４
３
７
４
―
５
５
０
３　

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
１
月
号

平
成
26
年
1
月
９
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

情
報
推
進
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
６

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
千
倉
金こ

ん
ぴ
ら
や
ま

比
羅
山
地
域
創
生
会
〜

　
　
　
　
　

会
長　

高
田
敏
明　

会
員
10
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

金比羅山から見た千倉の景色


